
今年は、男子１名、

３年間よく学び、

岩本 侃祐

瓜生 せりな

在校生のみなさん、みなさんのおかげでとても楽しい高校生活が送れました。ありがとう。みなさんも四月に

なると立場が変わります。二年生は三年生へ、一年生は二年生となります。新二年生は新一年生が入学して来る

ので先輩という立場となり、これまでより少し大変になると思いますが、みなさんの明るい性格は周りの人を元

気にしてくれます。みなさんの明るさでこれからも五木分校を活気のある学校にしていって下さい。新三年生の

みなさんには、学校行事など色々な場面で支えてもらいました。そんなしっかり者のみなさんのことなので、あ

まり心配はしていませんが、何事も一人で抱え込むのではなく、周りの人にも助けてもらうことも大切にしてい

って下さい。

最後になりましたが、僕は五木分校に入学し高校生活を送れ、本当に良かったです。ここで学んだことを心に、

これから社会人として頑張っていきます。本当にありがとうございました。

残っているのは、運動会のカラーガ

成功を収めることができた時はとても嬉しかったです。また、今

年の五文祭では、大凧の色を塗るのを手伝いました。当日は揚が

りませんでしたが、全員で力を合わせて引っ張って少し浮いたと

聞いたので、嬉しかったです。さらに、三年生は二年生の時に行

った修学旅行のプレゼンテーションと、先生と一緒にダンスをし

ました。楽しい思い出ができました。

次に、委員会では、二年生の時に生活交通委員長と体育委員長

の二つを任されました。体育委員長は代理で当時一年生の足立さ

んが手伝ってくれました。二つも役割がありました。不安だらけ

でしたが、頑張っていきました。少人数なので一人いくつか役割

を持たされます。ですが、そのおかげで責任感を持つことができ

たので、とてもいい経験になったと思います。

五木分校での生活は、今までの学校生活で

辛いことや大変なことなど色々ありましたが、なんとか頑張るこ

とができました。三年間、先生や在校生たちとたくさん話したり

して本当に嬉しかったです。これからの五木分校で経験したこと

を生かしていこうと思います。

三年間、ありがとうございました。
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、女子２名、計３名の卒業生を

、頑張ってきました。３名の

卒業生の言葉
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せりな

三年前、僕はこれから始まる高校生活に対して希望と不安を持ち、この五木

分校に入学しました。この三年間を振り返ってみると、楽しい思

思い出と色々ありますが、その全てにおいて経験し学び

ずつですが成長することが出来たと思います。その成長は一人では決して出来

ませんでした。どの思い出の中にも同級生、先輩、後輩、先生方、家族がいま

す。ここで改めて、この三年間自分は本当に多くの方々に支えられていたこと

を実感します。しかし、四月から僕も社会人です。まだまだ未熟ですので、家

族や周りの人に迷惑をかけてしまうと思いますが、これまでの十八年間で培っ

てきたことを生かし、出来る限り自分の足で立っていきます。

在校生のみなさん、みなさんのおかげでとても楽しい高校生活が送れました。ありがとう。みなさんも四月に

なると立場が変わります。二年生は三年生へ、一年生は二年生となります。新二年生は新一年生が入学して来る

ので先輩という立場となり、これまでより少し大変になると思いますが、みなさんの明るい性格は周りの人を元

気にしてくれます。みなさんの明るさでこれからも五木分校を活気のある学校にしていって下さい。新三年生の

みなさんには、学校行事など色々な場面で支えてもらいました。そんなしっかり者のみなさんのことなので、あ

いませんが、何事も一人で抱え込むのではなく、周りの人にも助けてもらうことも大切にしてい

最後になりましたが、僕は五木分校に入学し高校生活を送れ、本当に良かったです。ここで学んだことを心に、

これから社会人として頑張っていきます。本当にありがとうございました。

この三年間、たくさんの人

と話したりしてとても楽し

かったです。三年間は辛いこ

となどもありました。一年の

時は六人いましたが、学校を

辞めたり不登校になったり

する人がいて、二年からは三

人で協力して頑張りました。

まず行事で一番思い出に

残っているのは、運動会のカラーガードです。たくさん練習して

成功を収めることができた時はとても嬉しかったです。また、今

年の五文祭では、大凧の色を塗るのを手伝いました。当日は揚が

りませんでしたが、全員で力を合わせて引っ張って少し浮いたと

聞いたので、嬉しかったです。さらに、三年生は二年生の時に行

った修学旅行のプレゼンテーションと、先生と一緒にダンスをし

ました。楽しい思い出ができました。

次に、委員会では、二年生の時に生活交通委員長と体育委員長

の二つを任されました。体育委員長は代理で当時一年生の足立さ

んが手伝ってくれました。二つも役割がありました。不安だらけ

でしたが、頑張っていきました。少人数なので一人いくつか役割

を持たされます。ですが、そのおかげで責任感を持つことができ

験になったと思います。

五木分校での生活は、今までの学校生活で一番楽しかったです。

辛いことや大変なことなど色々ありましたが、なんとか頑張るこ

とができました。三年間、先生や在校生たちとたくさん話したり

して本当に嬉しかったです。これからの五木分校で経験したこと

を生かしていこうと思います。

がとうございました。
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を送り出すことになりました

の今後の活躍に期待します！

言葉

椎葉 彩友美

三年前、僕はこれから始まる高校生活に対して希望と不安を持ち、この五木

分校に入学しました。この三年間を振り返ってみると、楽しい思い出、つらい

思い出と色々ありますが、その全てにおいて経験し学び考えて、人として少し

ずつですが成長することが出来たと思います。その成長は一人では決して出来

ませんでした。どの思い出の中にも同級生、先輩、後輩、先生方、家族がいま

す。ここで改めて、この三年間自分は本当に多くの方々に支えられていたこと

を実感します。しかし、四月から僕も社会人です。まだまだ未熟ですので、家

族や周りの人に迷惑をかけてしまうと思いますが、これまでの十八年間で培っ

てきたことを生かし、出来る限り自分の足で立っていきます。

在校生のみなさん、みなさんのおかげでとても楽しい高校生活が送れました。ありがとう。みなさんも四月に

なると立場が変わります。二年生は三年生へ、一年生は二年生となります。新二年生は新一年生が入学して来る

ので先輩という立場となり、これまでより少し大変になると思いますが、みなさんの明るい性格は周りの人を元

気にしてくれます。みなさんの明るさでこれからも五木分校を活気のある学校にしていって下さい。新三年生の

みなさんには、学校行事など色々な場面で支えてもらいました。そんなしっかり者のみなさんのことなので、あ

いませんが、何事も一人で抱え込むのではなく、周りの人にも助けてもらうことも大切にしてい

最後になりましたが、僕は五木分校に入学し高校生活を送れ、本当に良かったです。ここで学んだことを心に、

これから社会人として頑張っていきます。本当にありがとうございました。

とのない体験もできましたし、自分から進んで取り組むとい

積極性もついてきました。私は引っ込み思案で積極性

ましたが、五木分校のおかげで少しでも力がつけられたと

す。

またこの三年間には色々な思い出があります。運動会や修学旅

行など沢山の思い出がありますが、私の中での一番の思い出は文

化祭の大凧作りです。私は絵を描くのが好きで教室に入りきらな

いほどの大きな紙に絵を描くのは、とても楽しく夢のような感じ

でした。チョークでバランスを考えながら下書きをしたり、紙に

思い切りスプレーしたりするのは、気持ちが良いものでした。私

は大凧作りを一年生と三年生と二回経験させていただきました。

とても貴重な体験だったと思います。

私は卒業した後は、福岡の専門学校へ行きます。そこで自分に

しか描けないような絵を描けるイラストレーターになれるように

頑張りたいと思います。またその時は五木村をイメージした絵を

描きたいと思います。

在校生の皆さんも五木分校だからこそ学べること、経験できる

ことがあると思います。学んだこと、経験したことを力にしてこ

れからも元気いっぱいに頑張ってください。

すことになりました。
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Tyrica Foster （ＡＬＴ）

Kanyu, Serena and Shiba:

Congratulations on your graduation. I have enjoyed getting to know you and teaching you all.

I wish you the best in the future. I am very proud of you and know

侃祐君、せりなさん、椎葉さん

卒業おめでとうございます。みんなと知

ことを祈ります。みんなをとても誇りに

張
る
姿
に
は
い
つ
も
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ひ
た
む
き
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
日
に
日
に
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
。

い
よ
い
よ
卒
業
す
る
と
、
皆
さ
ん
は
新
し
い
世
界
に
飛
び
込
み
ま
す
。
新
し

い
人
と
馴
染
む
ま
で
、
新
し
い
生
活
に
慣
れ
る
ま
で
は
た
い
へ
ん
か
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
分
校
の
生
活
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
皆
さ
ん
は
新
し
い
事
態

を
受
け
入
れ
、
適
応
し
、
丁
寧
に
や
り
遂
げ
る
力
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
五
木

分
校
で
良
い
人
間
関
係
を
作
り
上
げ
て
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
た
よ
う
に
、
ま

た
、
新
し
く
出
会
う
人
と
の
良
好
な
関
係
を
築
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
充

実
さ
せ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

送
り
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
我
が
家
は
決
し
て
裕
福
で
は
な
く
、

父
と
母
が
一
生
懸
命
に
働
い
て
、
本
当
に
裸
一
貫
で
、
自
分
達

の
こ
と
は
さ
て
お
い
て
、
私
と
弟
を
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

ん
な
、
姿
を
見
て
い
る
と
、
大
学
四
年
に
な
っ
て
「
こ
れ
じ
ゃ

い
か
ん
、
今
に
見
て
い
ろ
、
俺
だ
っ
て
」
そ
ん
な
気
持
ち
が
ふ

つ
ふ
つ
と
湧
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
が
あ
り
ま
す
。

今
日
、
皆
さ
ん
は
、
保
護
者
の
方
に
感
謝
す
る
日
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
を
一
番
い
と
お
し
み
、
一
番
心
配
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
。
「
あ
り
が
と
う
」
の
一
言
を
。

こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
っ
と
あ
な
た
の
こ
と
を
見

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
親
」
で
す
。
そ
ん
な
、
ひ
と
り
の
親
と

し
て
、
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
応
援
し
ま
す
。

松
江

和
人
（
事
務
）

三
年
生
が
分
校
に
入
学
し
た
の
と
同
時
に
、
私
も
分
校
に
赴
任
し
て
き
ま
し
た
。
も
う
三
年
経
っ
た
の
で
す
ね
。
ま
だ

あ
ど
け
な
さ
が
残
る
顔
で
迎
え
た
入
学
式
が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
で
す
。
私
も
み
ん
な
も
分
校
で
三
年
間
育
て
て
も
ら
い

少
し
ず
つ
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
僕
よ
り
も
卒
業
生
三
人
の
方
が
大
き
く
進
歩
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
三
人
は
今
が
一
番
心
身
共
に
色
々
な
こ
と
を
吸
収
で
き
る
時
期
だ
か
ら
で
す
。
自
分
の
知
ら
な
い
世

界
、
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
人
、
そ
し
て
新
し
い
自
分
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
三
年
間
あ
り
が
と
う
。
卒
業
お
め
で
と

う
！

竹
村

愛
（
技
師
）

三
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
普
段
は
大
人
し
い
皆
さ
ん
で
し
た
が
、
行
事
等
で
は
生
徒
代

表
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
姿
で
、
さ
す
が
上
級
生
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
ま
た
一
年

生
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
先
、
色
々
な1
年
生
を
経
験
し
ま
す
。
常
に
「
真
剣
に
！
」
で
も
、
「
楽
し
む
！
」
こ
と
も

忘
れ
ず
に
、
そ
し
て
「
悩
む
」
の
で
は
な
く
、
「
考
え
て
」
自
分
の
意
志
を
持
っ
た
大
人
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願

っ
て
い
ま
す
。
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graduation. I have enjoyed getting to know you and teaching you all.

I wish you the best in the future. I am very proud of you and know you all will succeed in life.

知り合って授業をすることができて、楽しかったです

りに思い、きっと成功すると信じています。

「
人
と
の
絆
を
大
切
に
。」

副
校
長

永
濵

秀
明

三
年
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆

様
に
は
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
三
年
間
の
分
校
教
育
に
、

御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
と
は
三
年
前
に
一
緒
に
分
校
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
三
人
と

い
う
少
な
い
人
数
で
、
何
を
や
る
に
せ
よ
た
い
へ
ん
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
皆
さ
ん
は
協
力
し
合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
五
木
分
校
の
毎
日
を
共

に
過
ご
し
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
こ
と
が
一
番
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
一
年
生

の
時
は
ま
だ
ま
だ
頼
り
な
か
っ
た
皆
さ
ん
で
し
た
が
、
二
年
生
の
後
半
か
ら
三

年
生
に
か
け
て
は
、
下
級
生
を
暖
か
く
包
み
込
み
、
リ
ー
ド
し
な
が
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
学
校
行
事
に
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
合
同
運
動
会
や
長
距
離
走
大

会
、
文
化
祭
、
駅
伝
大
会
な
ど
、
自
分
な
り
に
目
標
を
持
っ
て
一
生
懸
命
に
頑

「
親
の
有
り
難
さ
」主

任
事
務
長

宮
原

和
喜

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

校
で
の
高
校
生
活
三
年
間
は
、
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
き

っ
と
充
実
し
た
日
々
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
勉
学
に
、
部
活
動

に
、
た
く
さ
ん
の
汗
や
涙
、
そ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
が
良
い
思
い

出
に
な
る
こ
と
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆

様
に
と
り
ま
し
て
も
、
少
し
肩
の
荷
が
下
り
ら
れ
て
、
ほ
っ
と

さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
私
事
で
す
が
、
私
の
親
の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
私
も
遙
か
昔
に
本
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
そ
の

後
は
地
元
の
私
立
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
希
望
し
た
大
学
は

全
て
落
ち
、
滑
り
止
め
の
大
学
で
し
た
。
気
合
い
の
入
ら
な
い

大
学
三
年
間
で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
両
親
は
、
学
費
や
仕

送
り
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
我
が
家
は
決
し
て
裕
福
で
は
な
く
、

い
よ
う
な
事
で
も
大
き
く
考
え
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
相
談
で
き
る
家
族
や
友
人
が
い
て
く
れ
る
と
何
か

と
心
強
い
も
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
家
族
・
友
人
を
大
切
に
し
て
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

竹
永

大
（
保
健
体
育
）

卒
業
お
め
で
と
う
！
た
っ
た
一
度
き
り
の
人
生
、
悔
い
な
く
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
精
一
杯
働
い
た
ら
、
精
一
杯
遊
び

ま
し
ょ
う
。
何
事
も
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
す
♪

佐
藤

喜
美
（
国
語
・
芸
術
）

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
授
業
で
教
室
を
訪
れ
る
度
に
、
ほ
ん
わ
か
と
し
た
陽
だ
ま
り
の
よ
う
な
雰
囲
気
に

癒
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
人
柄
を
表
し
て
い
る
よ
う
な
と
て
も
温
か
い
ク
ラ
ス
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
目

標
と
す
る
道
へ
進
み
ま
す
。
皆
さ
ん
の
人
を
思
い
や
る
こ
と
の
出
来
る
優
し
さ
を
大
切
に
し
、
家
族
へ
の
感
謝
も
忘
れ
ず
、

高
校
生
活
で
学
ん
だ
様
々
な
経
験
を
活
か
し
、
新
た
な
場
所
で
も
力
強
く
歩
ん
で
い
っ
て
下
さ
い
。

上
田
み
な
子
（
家
庭
）

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
明
る
い
雰
囲
気
の
お
か
げ
で
、
楽
し
く
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
実
習
で
は
協
力
し
合
う
様
子
が
素
晴
ら
し
く
、
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

永
川

奈
々
（
養
護
教
諭
）

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
高
校
生
活
を
通
じ
、
み
な
さ
ん
が
得
た
友
人
や
皆
さ
ん
を
支
え
て
く
れ
た
人
々

と
の
絆
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
や
学
ん
だ
こ
と
は
宝
物
と
な
っ
て
、
皆
さ
ん
を
支
え
て
く
れ
る
も
の
を
信
じ
て
い
ま
す
。

夢
と
自
分
ら
し
さ
の
輝
き
を
忘
れ
ず
、
元
気
に
歩
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
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しかったです。みんなが将来、幸せになる

す
。
こ
れ
は
、
欲
を
出
し
て
同
時
に
二
つ
の
こ
と
を
う
ま
く
や
ろ
う
と

す
る
と
、
結
局
は
ど
ち
ら
も
失
敗
す
る
事
の
例
え
で
す
。
つ
ま
り
、「
欲

張
る
な
」「
ひ
と
つ
の
事
に
集
中
せ
よ
」
と
い
う
戒
め
だ
と
思
い
ま
す
。

確
か
に
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
欲
張
り
、
す
べ
て
の
取
組
を
中
途
半
端
な

ま
ま
投
げ
出
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
が
分
校
で
頑
張

っ
て
き
た
姿
を
見
て
い
る
と
、
充
分
に
「
二
兎
を
追
う
」
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
可
能
性
は
無
限
大
で
す
。

様
々
な
方
面
に
色
ん
な
夢
を
持
ち
、
「
や
れ
ば
出
来
る
ん
だ
」
と
自
分

を
信
じ
、
そ
の
実
現
の
た
め
計
画
的
に
努
力
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
卒
業
後
も
、
同
窓
生
の
一
員
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
分
校
を

愛
し
、
後
輩
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。
卒
業
生
の
皆

さ
ん
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

「
人
と
の
絆
を
大
切
に
。」

し
、
大
丈
夫
で
す
。
あ
な
た
た
ち
に
は
、
い
つ
も
優
し
く
見
守
っ
て
い
て
く

れ
た
担
任
の
栓
山
先
生
、
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
聞
き
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た

永
川
先
生
・
佐
藤
先
生
、
本
当
の
優
し
さ
と
は
何
か
を
教
え
て
く
れ
た
竹
永

先
生
・
松
江
先
生
、
進
む
べ
き
道
に
つ
い
て
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
一
緒
に

考
え
て
く
れ
た
西
岡
先
生
・
樽
口
先
生
。
わ
か
ら
な
い
問
題
を
優
し
く
教
え

て
く
れ
た
北
﨑
先
生
、
髙
村
先
生
、
上
田
先
生
。
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
た

テ
リ
カ
先
生
、
校
内
を
い
つ
も
綺
麗
に
し
て
く
れ
て
い
た
竹
村
さ
ん
。
先
生

方
は
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
自
分
一
人
だ
け
で
悩
む
こ
と
な
く
、
い

つ
で
も
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。
私
も
た
っ
た
一
年
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
と

過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
！
こ
の
出
会
い
に
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。

「
親
の
有
り
難
さ
」

に
つ
れ
て
色
ん
な
場
面
で
学
校
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。
頼
も
し
く
育
っ
た
君
た
ち
も
、
い
よ
い
よ
社
会
に
出
て
行
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

困
難
に
負
け
ず
、
明
る
く
前
へ
進
み
続
け
て
下
さ
い
。

髙
村

幹
人
（
地
歴
・
公
民
）

新
し
い
門
出
に
際
し
、
三
人
の
限
り
な
い
前
途
を
祝
し
ま
す
。
そ
し
て
、
健
闘
を
祈
り
ま
す
。
卒
業
お
め
で
と
う
。

北
﨑

仁
（
数
学
）

岩
本
君
、
瓜
生
さ
ん
、
椎
葉
さ
ん
。
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
五
木
分
校
に
赴
任
し
た
平
成
二
十
五
年
四

月
、
皆
さ
ん
も
五
木
分
校
に
入
学
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
経
ち
、
三
人
は
随
分
成
長
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

特
に
そ
れ
を
感
じ
た
の
は
、
三
年
生
で
の
合
同
運
動
会
で
し
た
。
団
長
や
体
育
委
員
長
と
し
て
、
頼
も
し
い
活
躍
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
に
成
長
を
続
け
、
明
る
く
元
気
に
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
い
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

樽
口

秀
典
（
理
科
）

御
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
自
宅
か
ら
通
勤
す
る
人
も
い
ま
す
が
、
親
元
を
離
れ
て
寮
生
活
を
送
る
人
も
い
ま

す
。
ま
た
一
歩
、
自
立
し
て
生
活
で
き
る
大
人
に
近
づ
い
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ど
ん
な
に
歳
を
と
っ
て
も
悩
み
は
尽

き
な
い
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
悩
み
事
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
と
、
何
で
も
な

い
よ
う
な
事
で
も
大
き
く
考
え
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
相
談
で
き
る
家
族
や
友
人
が
い
て
く
れ
る
と
何
か

「
二
兎
を
追
え
」

校
長

深
水

裕
二

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
三
年
間
の
高

校
生
活
を
振
り
返
る
と
、
そ
の
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

有
意
義
な
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
？

無
二
の
親
友
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
か
？

自
分
の
夢
の
実
現
に
、
一
歩
で
も
近
づ
き
ま
し
た
か
？

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
高
校
生
活
で
の
掛
け
替
え
の
な
い
経
験
を

自
分
の
財
産
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
活
躍
さ
れ
ん
こ
と
を
心
よ
り

願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
「
二
兎
を
追
う
者
一
兎
を
も
得
ず
」
と
い
う

諺
こ
と
わ
ざ

が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
欲
を
出
し
て
同
時
に
二
つ
の
こ
と
を
う
ま
く
や
ろ
う
と

「
こ
の
出
会
い
に
心
か
ら
感
謝
」教

頭

坂
本

道
彦

岩
本
侃
祐
君
、
瓜
生
せ
り
な
さ
ん
、
椎
葉
彩
友
美
さ
ん
卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
家
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
い

ろ
い
ろ
な
ご
苦
労
も
あ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
さ
て
、
み
な
さ
ん
は
、
今
ま
で
こ
の
風
光
明
媚
な
五
木
村
の
大
自
然

に
抱
か
れ
、
心
豊
か
な
人
た
ち
の
中
で
す
く
す
く
と
育
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
一
歩
外
へ
踏
み
出
し
て
み
る
と
、
今
ま
で
当
た
り
前
で
あ
っ
た
こ
と

が
当
た
り
前
で
な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
他
の
人
が
自
分
よ
り
で
き

る
よ
う
に
見
え
た
り
、
迷
い
や
不
安
が
わ
き
起
こ
っ
た
り
。
今
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
苦
し
み
や
挫
折
も
味
わ
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
大
丈
夫
で
す
。
あ
な
た
た
ち
に
は
、
い
つ
も
優
し
く
見
守
っ
て
い
て
く

「
二
年
間
あ
り
が
と
う
」

栓
山

美
沙
代
（
三
年
担
任
・
国
語
）

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
二
年
前
に
愛
情
を
も
っ
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た
西
岡
先
生
か
ら
担
任
を
引
き
継
ぎ
、
皆
さ
ん
と
の
分
校
で
の
生
活
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
真
面
目
で
控
え
め
な
第
一
印
象
と
は
裏
腹
に
、
授
業
や
行
事
を
と
お
し
て
皆
さ
ん
の
内
に
秘
め
た
情
熱
や
芯
の
強
さ
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

部
分
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
初
め
て
の
経
験
ば
か
り
で
、
し
ば
ら
く
は
緊
張
や
不
安
の
日
々
が
続
く
で
し
ょ
う
。
私
も
そ
う
で
し
た
し
、
大
人
に
な
っ
た

今
で
も
同
じ
で
す
。
で
も
そ
の
よ
う
な
と
き
、
私
を
支
え
て
く
れ
る
言
葉
が
、「
案
ず
る
よ
り
産
む
が
や
す
し
」
「
人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ
」
で
す
。

「
あ
れ
こ
れ
心
配
す
る
よ
り
も
思
い
切
っ
て
や
れ
ば
、
何
と
か
な
る
。
自
分
が
や
れ
る
だ
け
の
こ
と
を
精
一
杯
や
っ
た
ら
、
あ
と
は
な
る
よ
う
に
な
る
。
」
そ

う
思
っ
て
、
目
の
前
の
こ
と
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
れ
ば
、
い
つ
し
か
不
安
が
希
望
に
変
わ
り
、
最
終
的
に
は
自
信
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

悩
ん
だ
時
に
は
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
開
い
て
分
校
で
の
頑
張
り
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
成
長
し
た
皆
さ
ん
と
再
会
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
、
私
も
頑

張
り
ま
す
。
た
ま
に
は
近
況
報
告
を
し
に
分
校
に
遊
び
に
来
て
下
さ
い
ね
！
待
っ
て
い
ま
す
よ
。

「
頼
も
し
く
成
長
し
た
君
た
ち
へ
」

西
岡

泰
伸
（
三
年
副
担
任
・
英
語
）

三
年
前
の
入
学
の
時
、
私
は
担
任
と
し
て
君
た
ち
を
迎
え
ま
し
た
。
期
待
よ
り
も
大
き
な
不
安
を
抱
え
た
状
態
で
、
な
か
な
か
口
を
開
か
な
か
っ
た
君
た

ち
も
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
分
校
で
の
生
活
に
慣
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
二
、
三
年
生
の
間
は
、
副
担
任
と
い
う
立
場
で
見
守
り
ま
し
た
が
、
学
年
が
上
が
る


